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編集後記

・今年度開催した企画コーナー展３回、企画展「新着・収蔵資料展」
真澄部門では、各４頁の解説資料を発行した。館内印刷の粗末なもの
だが、展示内容についてはそちらが詳しいので御覧いただきたい。展
示のたびに新たな課題、お伝えしておくべき事柄がたくさん出てく
る。センターだより「かなせのさと」でもお伝えしているが、遅筆の
ために追い付かないのも現状だ。遅くなって時機を逸したことも何度
かある。気長にお待ちいただければ、真澄をめぐる学習にはお役に立
てるかと思う。併せて御覧いただきたい。（松山）

　企
画
コ
ー
ナ
ー
展
「
真
澄
と
秋
田
の
国
学
者
」
で
、
当
館
で
は
初
め
て
展
示
紹
介
し
た
資
料
で
す
。
真
澄
の
筆
致
の
特
徴
が
よ
く
出
て
い

る
た
め
、
一
目
見
て
真
澄
の
自
筆
資
料
と
判
断
し
ま
し
た
。
一
・
四
㌢
角
の
印
章
は
、
同
じ
く
横
手
市
大
森
町
所
在
の
「
鉢
位
山
神
社
縁

起
」（
巻
子
）
と
「
三
狐
専
女
牟
良
佐
伎
明
神
由
来
」（
軸
装
）
と
似
て
い
ま
す
が
、
印
影
が
わ
ず
か
に
異
な
り
ま
す
。
内
容
は
、《
雪
の
出
羽

路
平
鹿
郡
五
》
に
書
か
れ
て
い
る
も
の
の
、
本
資
料
の
前
後
は
、
家
譜
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
表
現
に
な
っ
て
い
ま
す
。

杉
山
清
光
院
家
譜

　
　出
羽
ノ

国
平
鹿
ノ

郡
八
沢
木
ノ

郷
木
根
阪
に
杉
山
と
い
ふ
あ
り
。
む
か
し
は
い
や
茂
り
た
る
杉
群
な
り
し
か
ば
し
か

い
へ
り
。
此
処
に
一
宇
の
仏
刹
あ
り
。
清
光
院
と
い
ふ
。
修
験
者
也
。
其
昔
は
羽
黒
派
に
て
、
一
世
別
行
山
伏
た
り
し
が
、
今
は
東
山
の

流
れ
を
く
み
、
世
々
の
補
任
も
て
り
。
家
譜
な
ン

ど
は
回
禄
失
せ
て
鼻
祖
の
由
来
そ
れ
と
伝
ら
ね
ば
、
延
宝
の
金
剛
院
を
中
興
の
祖
と
せ

り
。
其
補
任
ニ

云
、
院
号
之
事
、
授
與

　金
剛
院
、
右
任
先
例
令
免
許
之
状
仍
如
件
。
寛
永
寺
学
頭
凌
雲
院
兼
羽
黒
山
執
行
別
当
僧
正
胤

海
印
形

。
補
任
、
羽
州
仙
北
八
鷺
郷
金
剛
院
子
薬
王
院
、
元
禄
九
丙
子
年
八
月
五
日
、
羽
黒
山
執
行
云
々
。
三
世
金
剛
院
、
宝
暦
十
三
年
、

補
任
当
山
桜
本
坊
、
先
達
云
々
。
世
義
寺
云
々
。
四
世
補
任
、
寛
政
二
年
五
月
八
日
、
清
光
院
円
山
坊
と
あ
り
。
五
世
、
当
住
杉
山
ノ

清

光
院
円
龍
坊
也
。
是
大
友
氏
の
領
内
に
て
百
苅
の
稲
田
を
寄
附
ら
る
。
な
ほ
ゆ
ゑ
よ
し
あ
れ
ど
、
こ
れ
を
省
し
ぬ
。
文
政
七
年
甲
申
霜
月

尽
（
真
澄
印
）

（
平
成
24
年
2
月
〜
平
成
25
年
1
月
）

表
紙
解
説

「
杉
山
清
光
院
家
譜
」（
部
分
、
全
体
は
一
五
・
八
㌢×

七
一
㌢
）
／
横
手
市
大
森
町
・
大
友
克
己
氏
蔵

寄
贈
図
書

内田武志資料の紹介

　平成24年は、真澄研究の第一人者であった内田武志が亡くなって
三十三回忌の年でした。内田は真澄の膨大な著作を順序づけて、記

録の持つ意味を考察続けました。現在の真澄研究の多くは、内田の

業績に依拠しています。当館の「内田文庫」から紹介しました。

企画展「新着・収蔵資料展」真澄部門

2012.12.15 ～ 2013.4.7

サ
ト

さ
ん

こ

め

と
う

む

ら

さ

き

ス
ゲ

フ

ニ
ム

ム

サ

ヒ
ノ
タ
メ
ニ

ト
ホ
ツ
ミ
オ
ヤ

４．研究者との交流 １．真澄研究のはじめ

５．「内田文庫」の遺墨資料 ２．内田武志の業績

６．業績への評価 ３．失われた資料

◆
東
北
芸
術
工
科
大
学
東
北
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

「
ま
ん
だ
ら
第
49
・
50
・
51
号
」「
季
刊
東
北
学
第

29
・
30
号
」◆
田
口
昌
樹
「
あ
き
た
浪
漫
第
29
・

30
・
31
・
32
号
」「
い
わ
な
第
１
４
２
・
１
４
３
・

１
４
４
・
１
４
５
」「
秋
田
県
謎
解
き
散
歩
」◆
さ

い
か
ち
の
会
「
金
野
本
哥
道
極
傳
秘
書

　水
戸
本

手
耳
葉
口
傳
」◆
奈
良
女
子
大
学
日
本
ア
ジ
ア
言

語
文
化
学
会
「
叙
説
第
39
号
」◆
男
鹿
市
菅
江
真

澄
研
究
会
「
男
鹿
五
風
（
会
誌
第
18
号
）」「
全
国

菅
江
真
澄
研
究
集
会
男
鹿
大
会
」◆
菅
江
真
澄
研

究
会
「
菅
江
真
澄
研
究
第
76
・
77
・
78
号
」 

◆（
株
）

レ
マ
ン
「
ト
ラ
ン
ヴ
ェ
ー
ル
２
０
１
２

　８
月
号
」

◆
小
野
努
「
菅
江
真
澄
が
記
録
し
た
自
然
災
害
」

◆
大
石
淳
「
安
城
民
俗
」

　他

※

寄
贈
図
書
は
、
ス
タ
デ
ィ
ル
ー
ム
で
御
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

ユ
ヱ

ヨ
シ

ヨ

セ

モ
ラ



真澄３ 真澄２

地
誌
の
構
想
と
実
際

２ 　菅
江
真
澄
は
、
秋
田
に
定
住
す
る
よ
う
に
な
っ

て
か
ら
の
後
年
、
旅
の
集
大
成
と
し
て
地
誌
編
纂

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
の
著
作
で
あ
っ

た
日
記
形
式
か
ら
地
誌
形
式
へ
の
転
換
は
ス
ム
ー

ズ
に
行
わ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
真
澄
と
言
え
ど

も
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
た
こ
と
が
、
現
存
す
る

資
料
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　真
澄
の
地
誌
は
、
全
国
的
な
地
誌
編
纂
の
流
れ

の
中
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
真
澄
は

当
初
、
秋
田
六
郡
の
地
誌
編
纂
の
計
画
を
立
て
ま

し
た
。
し
か
し
、
実
際
に
完
成
し
た
の
は
平
鹿
郡

全
十
四
巻
だ
け
で
、
次
に
取
り
組
ん
だ
仙
北
郡
の

地
誌
の
完
成
間
近
に
真
澄
は
亡
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　展
示
で
は
、
真
澄
の
地
誌
編
纂
の
計
画
か
ら
編

纂
ま
で
の
全
体
像
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
地
誌

の
草
稿
、
地
誌
に
関
わ
る
文
書
や
文
献
を
紹
介
す

る
な
ど
、
真
澄
に
よ
る
地
誌
編
纂
の
有
り
様
の
一

端
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　真
澄
の
地
誌
は
、
全
国
的
な
地
誌
編
纂
の
流
れ

に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
古
風
土
記

（
八
世
紀
初
め
編
纂
）
や
各
藩
の
地
誌
編
纂
を
受

け
て
、
幕
府
は
享
和
三
年
（
一
八
○
三
）
に
地
誌
調

所
を
設
置
し
ま
し
た
。
そ
の
内
命
を
受
け
て
、

『
新
編
会
津
風
土
記
』（
文
化
六
年
〈
一
八
○
九
〉）
な

ど
が
新
た
な
形
式
で
完
成
し
て
い
ま
す
。
そ
の
情

報
が
秋
田
藩
を
地
誌
編
纂
へ
と
動
か
し
た
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

 

　真
澄
は
秋
田
藩
領
の
六
郡
に
つ
い
て
、
「
雪
月

花
」
を
冠
し
た
地
誌
に
ま
と
め
よ
う
と
し
ま
し

た
。
六
郡
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
に
手
掛
け
た
痕
跡

は
あ
る
も
の
の
、
結
局
、
地
誌
と
し
て
完
成
あ
る

い
は
完
成
に
近
づ
け
た
も
の
は
、
平
鹿
郡
（
全
十

四
巻
）・
仙
北
郡
（
二
十
四
巻
、
第
二
十
五
巻
は
草

稿
）・
雄
勝
郡
（
草
稿
四
巻
）
の
三
郡
に
止
ま
り
ま

し
た
。

花
の
出
羽
路
（
秋
田
郡
、
山
本
郡
）

・
春
の
桜
に
限
ら
ず
四
季
を
通
じ
た
花
が
美
し
い
。

月
の
伊
傳
波
遅
（
河
辺
郡
、
仙
北
郡
）

・
沢
水
か
ら
雄
物
川
に
至
る
ま
で
水
面
の
月
が
美
し

い
。

雪
の
い
て
は
ぢ
（
雄
勝
郡
、
平
鹿
郡
）

・
雪
が
深
く
山
の
残
雪
ま
で
も
が
印
象
的
で
あ
る
。

※

雪
・
月
・
花
は
、
三
種
の
景
物
の
取
り
合
わ
せ
を

表
す
語
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。

　真
澄
に
よ
る
地
誌
編
纂
は
順
調
に
行
わ
れ
た
わ

け
で
は
な
く
、
秋
田
郡
に
関
し
て
は
日
記
を
組
み

合
わ
せ
た
も
の
に
し
よ
う
と
し
て
失
敗
し
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
後
、
日
記
形
式
と
地
誌
形
式

の
混
在
し
た
時
期
を
経
て
、
文
政
七
年
（
一
八
二

四
）
の
平
鹿
郡
の
地
誌
編
纂
か
ら
、
よ
う
や
く
今
日

見
ら
れ
る
地
誌
の
様
式
に
な
り
ま
し
た
。

※

地
誌
の
試
作
段
階
と
し
て
は
、
秋
田
郡
と
雄
勝

郡
に
関
す
る
著
作
に
見
ら
れ
る
。
秋
田
郡
で

は
、
地
誌
形
式
と
日
記
形
式
が
混
在
し
た
も
の

が
《
花
の
い
で
は
ぢ
松
藤
日
記
》（
八
峰
町
・
山

崎
照
雄
氏
蔵
）
に
見
ら
れ
、
図
絵
は
《
勝
地
臨

毫
秋
田
郡
》
と
し
て
独
立
し
て
い
る
。
ま
た
、

雄
勝
郡
に
関
し
て
は
、《
雪
の
出
羽
路
雄
勝
郡
》

（
写
本
四
冊
と
真
筆
本
一
冊
が
伝
わ
る
）
に
地

誌
形
式
と
日
記
形
式
が
混
在
し
て
お
り
、
図
絵

は
《
勝
地
臨
毫
雄
勝
郡
》
と
し
て
独
立
し
て
い

る
。
秋
田
郡
、
雄
勝
郡
の
い
ず
れ
も
が
、
文
化

十
年
（
一
八
一
三
）
か
ら
同
十
二
年
頃
に
か
け
て

の
巡
村
に
基
づ
く
著
作
と
考
え
ら
れ
る
。

　文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
か
ら
巡
村
調
査
が
始

ま
っ
た
平
鹿
郡
は
、
全
十
四
巻
と
し
て
完
成
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
文
政
九
年
か
ら
取
り
組
ん
だ
仙

北
郡
は
、
第
二
十
四
巻
ま
で
が
出
来
上
が
っ
た
も

の
の
、
第
二
十
五
巻
は
草
稿
で
残
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
真
澄
に
よ
る
地
誌
編
纂
は
、
文
政

十
二
年
（
一
八
二
九
）
の
死
に
よ
っ
て
終
わ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

※

真
澄
の
地
誌
は
、
親
郷―

寄
郷―

枝
郷
の
関
係

を
示
し
な
が
ら
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
平
鹿
郡

及
び
仙
北
郡
の
各
巻
が
示
す
親
郷
と
寄
郷
の
関

係
を
地
図
に
ま
と
め
て
み
る
と
、
当
時
の
親
郷

制
の
地
域
的
広
が
り
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　地
誌
の
清
書
本
は
、
藩
校
明
徳
館
に
献
納
さ
れ

ま
し
た
が
、
草
稿
本
も
作
成
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

仙
北
郡
の
地
誌
に
は
、
「
近
本
」
と
呼
ば
れ
る
草

稿
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
ら
は
戦
災
で
焼
失
し
ま

し
た
が
、
当
時
か
ら
不
明
で
あ
っ
た
二
冊
だ
け

が
、
大
館
市
立
中
央
図
書
館
蔵
本
と
し
て
現
存
し

ま
す
。
内
容
の
比
較
を
通
し
て
清
書
本
に
至
る
ま

で
の
工
夫
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　あ
る
事
柄
に
つ
い
て
地
誌
を
拾
い
読
み
し
て
み

る
と
、
一
村
一
村
を
紹
介
し
た
地
誌
の
内
容
と
は

異
な
る
横
断
的
な
面
が
見
え
て
き
ま
す
。
展
示
で

は
、
仙
北
郡
の
執
筆
日
（
傍
証
資
料
を
含
む
）、平

鹿
郡
の
村
構
成
を
拾
い
出
し
て
紹
介
し
ま
し
た
。

※
平
鹿
郡
の
村
構
成
の
数
字
を
拾
い
出
し
て
み

る
と
、
整
合
性
の
取
れ
な
い
も
の
が
見
受
け

ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
地
誌
が
各
村
の
肝
煎
の

協
力
の
も
と
に
ま
と
め
ら
れ
、
数
字
に
つ
い

て
は
、
書
き
上
げ
文
書
を
そ
の
ま
ま
写
し
た

た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

　真
澄
の
地
誌
編
纂
に
関
し
て
は
、
献
納
さ
れ
た

地
誌
だ
け
で
は
な
く
、
真
澄
の
巡
村
調
査
の
よ
う

す
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
文
書
類
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
現
在
は
不
明
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
以
前

に
翻
刻
さ
れ
た
文
書
類
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
を

拾
い
集
め
て
い
く
と
、
地
誌
編
纂
の
実
態
ば
か
り

で
は
な
く
、
真
澄
の
実
像
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き

ま
す
。

「花の出羽路の目」
館蔵『花の出羽路』所収部分の表裏

試
作
か
ら
様
式
確
定
へ

３
地
誌
編
纂
の
背
景

１
地
誌
の
編
纂

４

草
稿
本
と
清
書
本

５

地
誌
関
連
の
文
書
と
文
献

７

地
誌
デ
ー
タ
ア
ラ
カ
ル
ト

６

近本第２巻の「仙北郡上淀川邑」（写真右）が清書本第１
巻（《月の出羽路仙北郡一》）の後半部分、近本第３巻
の「仙北郡強首邑」（写真左）が清書本第２巻（《月の出羽
路仙北郡二》）の前半部分になっている。

二点とも大館市立中央図書館蔵
（県指定文化財『菅江真澄著作』のうち）

諸御用万願書控（仙北市梅沢・大石淳氏蔵）
地誌編纂にあたって、梅沢村（旧田沢湖町）
とその寄郷の肝煎らが提出した文書の控え。
主に、村内にある社とその別当、村内の家
数や馬数などが、「菅江真澄殿」宛に報告さ
れている。内容は、《月の出羽路仙北郡二十
六》となるべきものだが、真澄の死によっ
て地誌としてまとめられることはなかった。
翻刻／『田沢湖町史資料編』第七集 本図は、白井哲哉著『日本近世地誌編纂史研究』（思文閣出版、2004年）の研究成果に基づいた次の論考の一部を図式化しています。「真澄地誌の成立過程に係わる考察～那珂通博との会見、《花の

出羽路の目》再考～」（『真澄研究』第９号所収）、「誰がための地誌編纂か～四月十日高階貞房宛書簡の再読を通して～」（『真澄研究』第12号所収、いずれも当館発行、松山執筆）
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真澄３ 真澄２

地
誌
の
構
想
と
実
際

２ 　菅
江
真
澄
は
、
秋
田
に
定
住
す
る
よ
う
に
な
っ

て
か
ら
の
後
年
、
旅
の
集
大
成
と
し
て
地
誌
編
纂

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
の
著
作
で
あ
っ

た
日
記
形
式
か
ら
地
誌
形
式
へ
の
転
換
は
ス
ム
ー

ズ
に
行
わ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
真
澄
と
言
え
ど

も
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
た
こ
と
が
、
現
存
す
る

資
料
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　真
澄
の
地
誌
は
、
全
国
的
な
地
誌
編
纂
の
流
れ

の
中
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
真
澄
は

当
初
、
秋
田
六
郡
の
地
誌
編
纂
の
計
画
を
立
て
ま

し
た
。
し
か
し
、
実
際
に
完
成
し
た
の
は
平
鹿
郡

全
十
四
巻
だ
け
で
、
次
に
取
り
組
ん
だ
仙
北
郡
の

地
誌
の
完
成
間
近
に
真
澄
は
亡
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　展
示
で
は
、
真
澄
の
地
誌
編
纂
の
計
画
か
ら
編

纂
ま
で
の
全
体
像
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
地
誌

の
草
稿
、
地
誌
に
関
わ
る
文
書
や
文
献
を
紹
介
す

る
な
ど
、
真
澄
に
よ
る
地
誌
編
纂
の
有
り
様
の
一

端
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　真
澄
の
地
誌
は
、
全
国
的
な
地
誌
編
纂
の
流
れ

に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
古
風
土
記

（
八
世
紀
初
め
編
纂
）
や
各
藩
の
地
誌
編
纂
を
受

け
て
、
幕
府
は
享
和
三
年
（
一
八
○
三
）
に
地
誌
調

所
を
設
置
し
ま
し
た
。
そ
の
内
命
を
受
け
て
、

『
新
編
会
津
風
土
記
』（
文
化
六
年
〈
一
八
○
九
〉）
な

ど
が
新
た
な
形
式
で
完
成
し
て
い
ま
す
。
そ
の
情

報
が
秋
田
藩
を
地
誌
編
纂
へ
と
動
か
し
た
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

 
　真
澄
は
秋
田
藩
領
の
六
郡
に
つ
い
て
、
「
雪
月

花
」
を
冠
し
た
地
誌
に
ま
と
め
よ
う
と
し
ま
し

た
。
六
郡
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
に
手
掛
け
た
痕
跡

は
あ
る
も
の
の
、
結
局
、
地
誌
と
し
て
完
成
あ
る

い
は
完
成
に
近
づ
け
た
も
の
は
、
平
鹿
郡
（
全
十

四
巻
）・
仙
北
郡
（
二
十
四
巻
、
第
二
十
五
巻
は
草

稿
）・
雄
勝
郡
（
草
稿
四
巻
）
の
三
郡
に
止
ま
り
ま

し
た
。

花
の
出
羽
路
（
秋
田
郡
、
山
本
郡
）

・
春
の
桜
に
限
ら
ず
四
季
を
通
じ
た
花
が
美
し
い
。

月
の
伊
傳
波
遅
（
河
辺
郡
、
仙
北
郡
）

・
沢
水
か
ら
雄
物
川
に
至
る
ま
で
水
面
の
月
が
美
し

い
。

雪
の
い
て
は
ぢ
（
雄
勝
郡
、
平
鹿
郡
）

・
雪
が
深
く
山
の
残
雪
ま
で
も
が
印
象
的
で
あ
る
。

※

雪
・
月
・
花
は
、
三
種
の
景
物
の
取
り
合
わ
せ
を

表
す
語
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。

　真
澄
に
よ
る
地
誌
編
纂
は
順
調
に
行
わ
れ
た
わ

け
で
は
な
く
、
秋
田
郡
に
関
し
て
は
日
記
を
組
み

合
わ
せ
た
も
の
に
し
よ
う
と
し
て
失
敗
し
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
後
、
日
記
形
式
と
地
誌
形
式

の
混
在
し
た
時
期
を
経
て
、
文
政
七
年
（
一
八
二

四
）
の
平
鹿
郡
の
地
誌
編
纂
か
ら
、
よ
う
や
く
今
日

見
ら
れ
る
地
誌
の
様
式
に
な
り
ま
し
た
。

※

地
誌
の
試
作
段
階
と
し
て
は
、
秋
田
郡
と
雄
勝

郡
に
関
す
る
著
作
に
見
ら
れ
る
。
秋
田
郡
で

は
、
地
誌
形
式
と
日
記
形
式
が
混
在
し
た
も
の

が
《
花
の
い
で
は
ぢ
松
藤
日
記
》（
八
峰
町
・
山

崎
照
雄
氏
蔵
）
に
見
ら
れ
、
図
絵
は
《
勝
地
臨

毫
秋
田
郡
》
と
し
て
独
立
し
て
い
る
。
ま
た
、

雄
勝
郡
に
関
し
て
は
、《
雪
の
出
羽
路
雄
勝
郡
》

（
写
本
四
冊
と
真
筆
本
一
冊
が
伝
わ
る
）
に
地

誌
形
式
と
日
記
形
式
が
混
在
し
て
お
り
、
図
絵

は
《
勝
地
臨
毫
雄
勝
郡
》
と
し
て
独
立
し
て
い

る
。
秋
田
郡
、
雄
勝
郡
の
い
ず
れ
も
が
、
文
化

十
年
（
一
八
一
三
）
か
ら
同
十
二
年
頃
に
か
け
て

の
巡
村
に
基
づ
く
著
作
と
考
え
ら
れ
る
。

　文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
か
ら
巡
村
調
査
が
始

ま
っ
た
平
鹿
郡
は
、
全
十
四
巻
と
し
て
完
成
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
文
政
九
年
か
ら
取
り
組
ん
だ
仙

北
郡
は
、
第
二
十
四
巻
ま
で
が
出
来
上
が
っ
た
も

の
の
、
第
二
十
五
巻
は
草
稿
で
残
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
真
澄
に
よ
る
地
誌
編
纂
は
、
文
政

十
二
年
（
一
八
二
九
）
の
死
に
よ
っ
て
終
わ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

※

真
澄
の
地
誌
は
、
親
郷―

寄
郷―

枝
郷
の
関
係

を
示
し
な
が
ら
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
平
鹿
郡

及
び
仙
北
郡
の
各
巻
が
示
す
親
郷
と
寄
郷
の
関

係
を
地
図
に
ま
と
め
て
み
る
と
、
当
時
の
親
郷

制
の
地
域
的
広
が
り
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　地
誌
の
清
書
本
は
、
藩
校
明
徳
館
に
献
納
さ
れ

ま
し
た
が
、
草
稿
本
も
作
成
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

仙
北
郡
の
地
誌
に
は
、
「
近
本
」
と
呼
ば
れ
る
草

稿
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
ら
は
戦
災
で
焼
失
し
ま

し
た
が
、
当
時
か
ら
不
明
で
あ
っ
た
二
冊
だ
け

が
、
大
館
市
立
中
央
図
書
館
蔵
本
と
し
て
現
存
し

ま
す
。
内
容
の
比
較
を
通
し
て
清
書
本
に
至
る
ま

で
の
工
夫
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　あ
る
事
柄
に
つ
い
て
地
誌
を
拾
い
読
み
し
て
み

る
と
、
一
村
一
村
を
紹
介
し
た
地
誌
の
内
容
と
は

異
な
る
横
断
的
な
面
が
見
え
て
き
ま
す
。
展
示
で

は
、
仙
北
郡
の
執
筆
日
（
傍
証
資
料
を
含
む
）、平

鹿
郡
の
村
構
成
を
拾
い
出
し
て
紹
介
し
ま
し
た
。

※

平
鹿
郡
の
村
構
成
の
数
字
を
拾
い
出
し
て
み

る
と
、
整
合
性
の
取
れ
な
い
も
の
が
見
受
け

ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
地
誌
が
各
村
の
肝
煎
の

協
力
の
も
と
に
ま
と
め
ら
れ
、
数
字
に
つ
い

て
は
、
書
き
上
げ
文
書
を
そ
の
ま
ま
写
し
た

た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

　真
澄
の
地
誌
編
纂
に
関
し
て
は
、
献
納
さ
れ
た

地
誌
だ
け
で
は
な
く
、
真
澄
の
巡
村
調
査
の
よ
う

す
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
文
書
類
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
現
在
は
不
明
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
以
前

に
翻
刻
さ
れ
た
文
書
類
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
を

拾
い
集
め
て
い
く
と
、
地
誌
編
纂
の
実
態
ば
か
り

で
は
な
く
、
真
澄
の
実
像
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き

ま
す
。

「花の出羽路の目」
館蔵『花の出羽路』所収部分の表裏

試
作
か
ら
様
式
確
定
へ

３
地
誌
編
纂
の
背
景

１
地
誌
の
編
纂

４

草
稿
本
と
清
書
本

５

地
誌
関
連
の
文
書
と
文
献

７

地
誌
デ
ー
タ
ア
ラ
カ
ル
ト

６

近本第２巻の「仙北郡上淀川邑」（写真右）が清書本第１
巻（《月の出羽路仙北郡一》）の後半部分、近本第３巻
の「仙北郡強首邑」（写真左）が清書本第２巻（《月の出羽
路仙北郡二》）の前半部分になっている。

二点とも大館市立中央図書館蔵
（県指定文化財『菅江真澄著作』のうち）

諸御用万願書控（仙北市梅沢・大石淳氏蔵）
地誌編纂にあたって、梅沢村（旧田沢湖町）
とその寄郷の肝煎らが提出した文書の控え。
主に、村内にある社とその別当、村内の家
数や馬数などが、「菅江真澄殿」宛に報告さ
れている。内容は、《月の出羽路仙北郡二十
六》となるべきものだが、真澄の死によっ
て地誌としてまとめられることはなかった。
翻刻／『田沢湖町史資料編』第七集 本図は、白井哲哉著『日本近世地誌編纂史研究』（思文閣出版、2004年）の研究成果に基づいた次の論考の一部を図式化しています。「真澄地誌の成立過程に係わる考察～那珂通博との会見、《花の

出羽路の目》再考～」（『真澄研究』第９号所収）、「誰がための地誌編纂か～四月十日高階貞房宛書簡の再読を通して～」（『真澄研究』第12号所収、いずれも当館発行、松山執筆）
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真澄５ 真澄４

　菅
江
真
澄
は
、
文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
以
降

城
下
久
保
田
に
定
住
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、

学
問
を
志
す
人
た
ち
と
特
に
交
流
を
持
つ
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
真
澄
が
交
流
し
た
人
々
の
中
に
は
、

国
学
を
学
ぶ
人
た
ち
が
い
ま
し
た
。
国
学
と
は
、

本
来
、
我
が
国
に
関
す
る
す
べ
て
の
学
問
を
指
し
、

外
国
に
起
源
を
持
つ
漢
学
や
蘭
学
に
対
す
る
言
葉

で
す
。
ま
た
、
国
学
は
古
学
（
い
に
し
え
ま
な
び
）

と
も
呼
ば
れ
る
よ
う
に
、
古
い
文
献
に
基
づ
い
た

実
証
性
と
和
歌
な
ど
の
実
作
を
大
き
な
特
徴
と
す

る
学
問
で
す
。
国
学
の
持
つ
実
証
的
な
論
証
や
開

か
れ
た
論
議
に
よ
っ
て
、
現
在
で
言
う
国
語
学
や

国
文
学
を
は
じ
め
と
す
る
学
問
分
野
が
大
き
く
発

展
し
ま
し
た
。
ま
た
、
神
道
も
国
学
の
持
つ
実
証

的
な
論
議
に
よ
っ
て
、
学
問
的
な
発
展
を
見
ま
し

た
。
そ
の
よ
う
な
国
学
者
と
の
交
流
の
中
で
、
真

澄
自
身
の
著
作
も
実
証
的
な
深
み
を
増
し
て
い
き

ま
す
。《
筆
の
ま
に
ま
に
》
を
は
じ
め
と
す
る
考
証

随
筆
は
、
内
容
的
に
も
そ
の
一
つ
の
表
れ
と
言
え

る
で
し
ょ
う
。

　本
展
で
は
、
真
澄
と
交
流
の
あ
っ
た
秋
田
の
国

学
者
に
つ
い
て
、
真
澄
と
の
関
わ
り
を
含
め
て
紹

介
し
ま
し
た
。
な
お
、こ
こ
で
言
う「
国
学
者
」と
は
、

国
学
の
師
承
系
統
に
あ
る
か
、
あ
る
い
は
、
国
学

に
位
置
づ
け
ら
れ
る
著
作
が
あ
る
人
物
と
定
義
し

て
紹
介
し
ま
し
た
。

（
？
〜
天
保
十
二
年
〈
一
八
四
一
〉
）

　鳥
屋
長
秋
は
、
後
年
、
真
澄
の
養
子
に
な
っ
た

と
語
ら
れ
る
ほ
ど
、
真
澄
と
親
し
く
交
流
し
た
人

物
で
す
。
長
秋
は
藩
の
飛
脚
方
御
用
で
し
た
が
、

向
学
心
か
ら
勉
学
を
重
ね
、
文
政
八
年
（
一
八
二

五
）
に
開
設
さ
れ
た
藩
校
明
徳
館
和
学
方
で
は
、
副

取
立
係
格
に
登
用
さ
れ
ま
し
た
。
古
事
記
や
源
氏

物
語
の
講
義
を
受
け
持
ち
ま
し
た
。

　弘
法
大
師
の
作
と
さ
れ
る
「
い
ろ
は
歌
」
（
四
十

七
文
字
）
と
同
様
、
五
十
音
（
五
十
文
字
）
を
一
度

ず
つ
使
っ
た
寿
歌
を
作
り
、
そ
の
解
説
を
詳
し
く

行
っ
て
い
る
。
五
十
音
図
の
う
ち
、
ヤ
行
を
「
や
い

ゆ
え
よ
」
、
ワ
行
を
「
わ
ゐ
う
ゑ
を
」
と
し
て
、
ん

（
「
ん
」
は
音
と
は
見
な
さ
れ
な
い
）
以
外
の
す
べ

て
の
音
を
使
っ
て
い
る
。
音
声
言
語
に
関
す
る
関
心

は
、
国
学
者
の
一
つ
の
傾
向
で
あ
り
、
現
在
の
国
語

学
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　『
古
事
記
伝
』
が
完
成
し
た
寛
政
十
年
（
一
七
九

八
）
、
弟
子
た
ち
の
求
め
に
応
じ
て
著
し
た
国
学
入
門

書
。
国
学
が
扱
う
範
囲
、
学
問
を
志
す
者
の
心
構

え
、
さ
ら
に
は
、
学
問
の
あ
る
べ
き
姿
や
研
究
方
法

に
つ
い
て
、
総
論
を
述
べ
た
あ
と
で
各
論
を
詳
述
し

て
い
る
。

　鳥
屋
長
秋
な
ど
国
学
の
興
隆
を
願
う
秋
田
の
人
た

ち
が
、
精
神
的
な
拠
り
所
と
す
る
た
め
に
本
居
宣
長

の
木
像
を
制
作
す
る
こ
と
に
し
た
。
そ
の
寄
付
を
募

る
奉
加
帳
の
趣
意
文
で
あ
る
（
所
在
未
確
認
）。
朝
日

に
映
え
る
山
桜
の
意
匠
は
、
宣
長
が
六
十
一
歳
自
画

自
賛
像
に
書
き
添
え
た
歌
に
基
づ
く
。

う
ひ
山
ぶ
み
（
本
居
宣
長
著
、
版
本
、
館
蔵
）

国
学
と
は
何
か
。

（
天
明
四
年
〈
一
七
八
四
〉
〜
弘
化
四
年
〈
一
八
四
七
〉
）

　真
澄
と
高
階
貞
房
が
知
り
合
っ
た
文
化
八
年
（
一

八
一
一
）
当
時
、
貞
房
は
大
小
姓
の
一
人
に
す
ぎ
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
藩
主
佐
竹
義
和
と
は
学
問
的
な

つ
な
が
り
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
貞
房
が

国
学
を
重
ん
じ
た
こ
と
は
、
貞
房
が
詠
っ
た
い
く

つ
か
の
長
歌
に
も
表
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
考
証

随
筆
『
お
ほ
ま
あ
ら
こ
』
か
ら
も
知
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
同
書
か
ら
、
神
道
が
中
心
で
あ
る
平
田

篤
胤
の
国
学
と
は
、
一
線
を
画
す
立
場
を
と
っ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

『
お
ほ
ま
あ
ら
こ
』（
文
政
六
年
〈
一
八
二
三
〉
）
に
記

さ
れ
た
一
節

○
平
田
篤
胤
が
説
に
、
鎮
火
祭
祝
詞
に
よ
り
て
伊

邪
那
美
命
の
崩
御
ま
し
ゝ
事
を
、
大
国
主
神
の

ご
と
く
此
国
を
ば
現
身
な
が
ら
避
り
給
ひ
し
趣

に
と
き
ま
け
た
り
。
さ
れ
ど
紀
記
と
も
に
崩
御

ま
し
事
は
明
ら
か
に
見
え
、
其
上
山
陵
の
在
処

を
さ
へ
詳
に
記
し
お
か
れ
た
る
上
は
其
邪
説
な

る
は
い
ふ
に
及
ば
ぬ
こ
と
な
れ
ど
も
、
あ
ま
り

な
る
強
言
な
り
。
す
べ
て
こ
の
男
の
説
に
は
か

く
さ
ま
の
邪
説
多
し
。「
し
る
べ
す
と
醜
の
も
の

し
り
中
々
に
よ
こ
さ
の
道
に
人
ま
ど
は
す
も
」

と
、
大
人
の
よ
み
お
か
れ
た
る
は
か
ゝ
る
忘
れ

人
の
し
れ
わ
ざ
を
う
れ
た
み
て
の
こ
と
な
り
け

り
。

奉加帳の実際
『菅江真澄と秋田』（昭和53年、菅江真澄
翁百五十年祭実行委員会）掲載の写真

おほまあらこ
（高階貞房著、大館市立中央図書館蔵）

和訓考
（２巻２冊、版本、館蔵）

本居宣長木像
（秋田市八橋・日吉八幡神社）

天寿歌句解
（アメノホキウタノツカヒノトキゴト）
（鳥屋長秋著、写本、秋田県立
図書館蔵）

菅江真澄墓碑の長歌
（鳥屋長秋詠、墓碑所在地／秋田市寺内）
真澄の業績について、格調高い万葉風の
長歌を詠じている。

『
う
ひ
山
ぶ
み
』に
示
さ
れ
た
国
学

目
的…

「
道
」
を
学
ぶ
（
神
が
支
配
し
た
い
に
し
え

の
日
本
像
）
。

理
由…

皇
系
が
無
窮
（
永
遠
）
と
い
う
こ
と
は
、
上

下
が
争
っ
た
こ
と
が
な
い
と
い
う
こ
と

で
、
日
本
の
道
が
正
し
い
証
拠
で
あ
る
。

漢
意
（
か
ら
ご
こ
ろ
）
の
横
行
で
、
異
国
の

厳
格
な
道
が
支
配
し
て
い
る
。
道
と
い
う

教
説
は
な
い
。

内
容…

本
来
は
我
が
国
に
関
す
る
学
問
す
べ
て

で
あ
る
が
、
特
に
「
神
学
」「
有
職
」「
歴
史
」

「
歌
学
」
を
指
し
、
古
事
記
・
日
本
書
紀
・

万
葉
集
・
古
語
拾
遺
な
ど
の
古
文
献
を

学
ぶ
。

方
法…

文
献
に
基
づ
く
実
証
を
必
要
と
し
、
解
読

は
古
文
献
や
同
時
代
の
文
献
に
基
づ
く

べ
き
で
あ
り
、
無
批
判
な
古
今
伝
授
の
類

を
排
除
す
る
。
古
い
時
代
の
歌
や
文
章
の

実
作
を
重
ん
じ
る
。

※

白
石
良
夫
著
『
全
訳
注 

う
ひ
山
ぶ
み
』（
講
談
社

学
術
文
庫
）
を
参
照
し
た
。

鳥
屋
長
秋
（
と
や
の
な
が
き
）

高
階
貞
房
（
た
か
は
し
さ
だ
ふ
さ
）

（
？
〜
天
保
三
年
〈
一
八
三
二
〉
）

　寺
町
（
秋
田
市
）
に
あ
る
浄
土
真
宗
本
誓
寺
の

十
三
世
住
職
で
す
。
真
澄
の
《
筆
の
山
口
》（
文
政

五
年
〈
一
八
二
二
〉
）
に
よ
る
と
、
是
観
は
多
芸
の
人

物
で
、
茶
道
、
和
歌
、
蹴
鞠
、
陶
芸
に
秀
で
、
藩

主
佐
竹
義
和
と
も
交
流
が
あ
っ
た
と
さ
れ
ま
す
。

是
観
は
国
学
の
師
承
系
統
に
は
入
り
ま
せ
ん
が
、

日
本
語
の
語
法
・
文
法
を
説
い
た
『
和
訓
考
』

は
、
国
学
が
重
要
な
分
野
と
し
た
現
在
の
国
語
学

の
内
容
に
あ
た
り
ま
す
。

是
観
上
人
著
。
文
政
九
年
（
一
八
二
六
）
成
立
の

版
本
。
上
巻
は
、
五
十
音
図
の
並
び
方
に
規
則
性

が
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
上
で
、
言
葉
の
成
り
立
ち

を
説
明
し
て
い
る
。
下
巻
で
は
、
和
名
抄
・
万
葉

集
・
日
本
書
紀
等
に
見
え
る
言
葉
が
、
ど
の
よ
う

な
音
（
お
ん
）
が
縮
ま
っ
て
成
立
し
た
か
に
つ
い

て
、
一
語
一
語
説
明
し
て
い
る
。

○
京
都
の
絵
師
が
描
い
た
是
観
上
人
の
寿
像
（
生

き
て
い
る
う
ち
に
描
か
れ
た
像
）
に
、
真
澄
が

請
わ
れ
て
賛
を
し
た
た
め
た
。
そ
の
画
賛
で
あ

る
「
衣
の
た
ま
」
が
、《
筆
の
山
口
》（
文
政
五

年
〈
一
八
二
二
〉
春
）
に
写
さ
れ
て
い
る
。
大
館
市

立
中
央
図
書
館
蔵
『
筆
ま
か
せ
』
一
編
三
巻
に

は
、
真
澄
資
料
の
探
索
を
行
っ
た
真
崎
勇
助

が
、
是
観
上
人
寿
像
か
ら
そ
の
画
賛
を
直
接
書

き
写
し
た
も
の
が
あ
る
。
寿
像
は
現
存
し
な
い
。

（
安
永
二
年
〈
一
七
七
三
〉
〜
天
保
十
二
年
〈
一
八
四
一
〉
）

　古
四
王
神
社
末
社
田
村
堂
の
神
官
で
あ
っ
た
鎌

田
正
家
は
、
真
澄
墓
碑
を
同
家
の
墓
域
に
建
立
す

る
ほ
ど
真
澄
と
は
親
し
い
交
流
を
し
ま
し
た
。
国

学
で
は
、
文
化
十
四
年
〈
一
八
一
七
〉
に
大
友
直
枝
に

入
門
し
、
さ
ら
に
そ
の
直
枝
を
通
じ
て
本
居
大
平

に
入
門
し
ま
し
た
（
文
政
七
年
〈
一
八
二
四
〉
）。正
家

は
後
年
、
清
水
廼
屋
と
い
う
家
塾
を
開
き
、
門
弟

の
育
成
に
も
努
め
ま
し
た
。

鎌
田
正
家
が
版
刻
し
た
六
月
晦
日
の
大
祓
詞
で
あ

る
。
こ
の
功
績
に
よ
っ
て
、
藩
庁
か
ら
藩
内
の
神

職
に
教
え
る
よ
う
に
と
の
仰
せ
が
あ
っ
た
と
、
正

家
の
墓
碑
銘
に
あ
る
。
こ
の
版
刻
で
は
、
本
居
宣

長
が
『
大
祓
詞
後
釈
（
オ
オ
バ
ラ
エ
ノ
コ
ト
バ
ゴ

シ
ャ
ク
）
』（
寛
政
八
年
刊
、
一
七
九
六
）
で
示
し
た

解
釈
に
基
づ
く
読
み
と
し
て
い
る
。
本
資
料
を
収

集
し
、
真
澄
の
筆
跡
に
詳
し
い
真
崎
勇
助
は
、
版

刻
の
下
書
き
が
真
澄
だ
と
し
て
い
る
。

（
天
明
五
年
〈
一
七
八
五
〉
〜
文
政
十
二
年
〈
一
八
二
九
〉
）

　大
友
直
枝
は
、
本
居
宣
長
門
下
と
し
て
伊
勢
国

松
坂
で
客
死
し
た
叔
父
・
親
久
の
遺
志
を
継
ぐ
た

め
、
松
坂
・
京
都
・
江
戸
に
遊
学
。
帰
郷
後
の
文

化
十
年
（
一
八
一
三
）
に
は
家
塾
「
志
都
乃
岩
屋
」
を

開
き
、
後
進
の
指
導
に
あ
た
る
な
ど
し
て
、
秋
田

の
国
学
研
究
を
推
し
進
め
ま
し
た
。
文
政
八
年
（
一

八
二
五
）
、
藩
校
明
徳
館
に
和
学
方
が
開
設
さ
れ
た

時
に
は
、
初
代
取
立
係
（
五
人
扶
持
）
に
な
っ
て
い
ま

す
。写

真
上
／
蘿
園
答
問
録
（
ら
え
ん
と
う
も
ん
ろ
く
）

本
居
宣
長
が
弟
子
と
の
問
答
を
記
録
し
た
『
答
問

録
』
に
倣
い
、
家
塾
「
志
都
乃
岩
屋
」
で
弟
子
と
の

間
で
交
わ
さ
れ
た
三
十
二
の
問
答
を
記
録
。
大
黒
天

の
説
、
国
造
の
説
、
幽
事
・
顕
事
の
説
な
ど
、
本
居

宣
長
の
説
に
依
拠
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
直
枝
の

学
問
や
思
想
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

写
真
下
／
蘿
園
文
集

そ
の
時
々
に
擬
古
文
（
平
安
朝
の
文
章
を
真
似
た
文

章
）
で
つ
づ
っ
た
文
章
を
ま
と
め
て
い
る
。
全
部
で

十
六
項
目
あ
り
、
歌
題
に
基
づ
く
随
筆
、
著
作
の
序

文
、
国
学
者
仲
間
に
贈
っ
た
言
葉
な
ど
が
収
め
ら
れ

て
い
る
。
文
化
十
四
年
（
一
八
一
七
）
の
文
章
が
中
心
と

な
っ
て
い
る
。

　
（
二
点
と
も
横
手
市
大
森
町
・
大
友
克
己
氏
蔵
）

是
観
上
人
（
ぜ
か
ん
し
ょ
う
に
ん
）

鎌
田
正
家
（
か
ま
だ
ま
さ
や
か
）六月大祓（みなづきのおおはらえ）

（版本、大館市立中央図書館蔵）

大
友
直
枝
（
お
お
と
も
な
お
え
）

（ 

マ  

マ 

）

よ
し 

ま
さ

シ
ヒ
ゴ
ト

ち
か 

ひ
さ

く
に
の
み
や
つ
こ

か
み
ご
と

あ
ら
わ
に
ご
と



真澄５ 真澄４

　菅
江
真
澄
は
、
文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
以
降

城
下
久
保
田
に
定
住
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、

学
問
を
志
す
人
た
ち
と
特
に
交
流
を
持
つ
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
真
澄
が
交
流
し
た
人
々
の
中
に
は
、

国
学
を
学
ぶ
人
た
ち
が
い
ま
し
た
。
国
学
と
は
、

本
来
、
我
が
国
に
関
す
る
す
べ
て
の
学
問
を
指
し
、

外
国
に
起
源
を
持
つ
漢
学
や
蘭
学
に
対
す
る
言
葉

で
す
。
ま
た
、
国
学
は
古
学
（
い
に
し
え
ま
な
び
）

と
も
呼
ば
れ
る
よ
う
に
、
古
い
文
献
に
基
づ
い
た

実
証
性
と
和
歌
な
ど
の
実
作
を
大
き
な
特
徴
と
す

る
学
問
で
す
。
国
学
の
持
つ
実
証
的
な
論
証
や
開

か
れ
た
論
議
に
よ
っ
て
、
現
在
で
言
う
国
語
学
や

国
文
学
を
は
じ
め
と
す
る
学
問
分
野
が
大
き
く
発

展
し
ま
し
た
。
ま
た
、
神
道
も
国
学
の
持
つ
実
証

的
な
論
議
に
よ
っ
て
、
学
問
的
な
発
展
を
見
ま
し

た
。
そ
の
よ
う
な
国
学
者
と
の
交
流
の
中
で
、
真

澄
自
身
の
著
作
も
実
証
的
な
深
み
を
増
し
て
い
き

ま
す
。《
筆
の
ま
に
ま
に
》
を
は
じ
め
と
す
る
考
証

随
筆
は
、
内
容
的
に
も
そ
の
一
つ
の
表
れ
と
言
え

る
で
し
ょ
う
。

　本
展
で
は
、
真
澄
と
交
流
の
あ
っ
た
秋
田
の
国

学
者
に
つ
い
て
、
真
澄
と
の
関
わ
り
を
含
め
て
紹

介
し
ま
し
た
。
な
お
、こ
こ
で
言
う「
国
学
者
」と
は
、

国
学
の
師
承
系
統
に
あ
る
か
、
あ
る
い
は
、
国
学

に
位
置
づ
け
ら
れ
る
著
作
が
あ
る
人
物
と
定
義
し

て
紹
介
し
ま
し
た
。

（
？
〜
天
保
十
二
年
〈
一
八
四
一
〉
）

　鳥
屋
長
秋
は
、
後
年
、
真
澄
の
養
子
に
な
っ
た

と
語
ら
れ
る
ほ
ど
、
真
澄
と
親
し
く
交
流
し
た
人

物
で
す
。
長
秋
は
藩
の
飛
脚
方
御
用
で
し
た
が
、

向
学
心
か
ら
勉
学
を
重
ね
、
文
政
八
年
（
一
八
二

五
）
に
開
設
さ
れ
た
藩
校
明
徳
館
和
学
方
で
は
、
副

取
立
係
格
に
登
用
さ
れ
ま
し
た
。
古
事
記
や
源
氏

物
語
の
講
義
を
受
け
持
ち
ま
し
た
。

　弘
法
大
師
の
作
と
さ
れ
る
「
い
ろ
は
歌
」
（
四
十

七
文
字
）
と
同
様
、
五
十
音
（
五
十
文
字
）
を
一
度

ず
つ
使
っ
た
寿
歌
を
作
り
、
そ
の
解
説
を
詳
し
く

行
っ
て
い
る
。
五
十
音
図
の
う
ち
、
ヤ
行
を
「
や
い

ゆ
え
よ
」
、
ワ
行
を
「
わ
ゐ
う
ゑ
を
」
と
し
て
、
ん

（
「
ん
」
は
音
と
は
見
な
さ
れ
な
い
）
以
外
の
す
べ

て
の
音
を
使
っ
て
い
る
。
音
声
言
語
に
関
す
る
関
心

は
、
国
学
者
の
一
つ
の
傾
向
で
あ
り
、
現
在
の
国
語

学
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　『
古
事
記
伝
』
が
完
成
し
た
寛
政
十
年
（
一
七
九

八
）
、
弟
子
た
ち
の
求
め
に
応
じ
て
著
し
た
国
学
入
門

書
。
国
学
が
扱
う
範
囲
、
学
問
を
志
す
者
の
心
構

え
、
さ
ら
に
は
、
学
問
の
あ
る
べ
き
姿
や
研
究
方
法

に
つ
い
て
、
総
論
を
述
べ
た
あ
と
で
各
論
を
詳
述
し

て
い
る
。

　鳥
屋
長
秋
な
ど
国
学
の
興
隆
を
願
う
秋
田
の
人
た

ち
が
、
精
神
的
な
拠
り
所
と
す
る
た
め
に
本
居
宣
長

の
木
像
を
制
作
す
る
こ
と
に
し
た
。
そ
の
寄
付
を
募

る
奉
加
帳
の
趣
意
文
で
あ
る
（
所
在
未
確
認
）。
朝
日

に
映
え
る
山
桜
の
意
匠
は
、
宣
長
が
六
十
一
歳
自
画

自
賛
像
に
書
き
添
え
た
歌
に
基
づ
く
。

う
ひ
山
ぶ
み
（
本
居
宣
長
著
、
版
本
、
館
蔵
）

国
学
と
は
何
か
。

（
天
明
四
年
〈
一
七
八
四
〉
〜
弘
化
四
年
〈
一
八
四
七
〉
）

　真
澄
と
高
階
貞
房
が
知
り
合
っ
た
文
化
八
年
（
一

八
一
一
）
当
時
、
貞
房
は
大
小
姓
の
一
人
に
す
ぎ
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
藩
主
佐
竹
義
和
と
は
学
問
的
な

つ
な
が
り
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
貞
房
が

国
学
を
重
ん
じ
た
こ
と
は
、
貞
房
が
詠
っ
た
い
く

つ
か
の
長
歌
に
も
表
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
考
証

随
筆
『
お
ほ
ま
あ
ら
こ
』
か
ら
も
知
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
同
書
か
ら
、
神
道
が
中
心
で
あ
る
平
田

篤
胤
の
国
学
と
は
、
一
線
を
画
す
立
場
を
と
っ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

『
お
ほ
ま
あ
ら
こ
』（
文
政
六
年
〈
一
八
二
三
〉
）
に
記

さ
れ
た
一
節

○
平
田
篤
胤
が
説
に
、
鎮
火
祭
祝
詞
に
よ
り
て
伊

邪
那
美
命
の
崩
御
ま
し
ゝ
事
を
、
大
国
主
神
の

ご
と
く
此
国
を
ば
現
身
な
が
ら
避
り
給
ひ
し
趣

に
と
き
ま
け
た
り
。
さ
れ
ど
紀
記
と
も
に
崩
御

ま
し
事
は
明
ら
か
に
見
え
、
其
上
山
陵
の
在
処

を
さ
へ
詳
に
記
し
お
か
れ
た
る
上
は
其
邪
説
な

る
は
い
ふ
に
及
ば
ぬ
こ
と
な
れ
ど
も
、
あ
ま
り

な
る
強
言
な
り
。
す
べ
て
こ
の
男
の
説
に
は
か

く
さ
ま
の
邪
説
多
し
。「
し
る
べ
す
と
醜
の
も
の

し
り
中
々
に
よ
こ
さ
の
道
に
人
ま
ど
は
す
も
」

と
、
大
人
の
よ
み
お
か
れ
た
る
は
か
ゝ
る
忘
れ

人
の
し
れ
わ
ざ
を
う
れ
た
み
て
の
こ
と
な
り
け

り
。

奉加帳の実際
『菅江真澄と秋田』（昭和53年、菅江真澄
翁百五十年祭実行委員会）掲載の写真

おほまあらこ
（高階貞房著、大館市立中央図書館蔵）

和訓考
（２巻２冊、版本、館蔵）

本居宣長木像
（秋田市八橋・日吉八幡神社）

天寿歌句解
（アメノホキウタノツカヒノトキゴト）
（鳥屋長秋著、写本、秋田県立
図書館蔵）

菅江真澄墓碑の長歌
（鳥屋長秋詠、墓碑所在地／秋田市寺内）
真澄の業績について、格調高い万葉風の
長歌を詠じている。

『
う
ひ
山
ぶ
み
』に
示
さ
れ
た
国
学

目
的…

「
道
」
を
学
ぶ
（
神
が
支
配
し
た
い
に
し
え

の
日
本
像
）
。

理
由…

皇
系
が
無
窮
（
永
遠
）
と
い
う
こ
と
は
、
上

下
が
争
っ
た
こ
と
が
な
い
と
い
う
こ
と

で
、
日
本
の
道
が
正
し
い
証
拠
で
あ
る
。

漢
意
（
か
ら
ご
こ
ろ
）
の
横
行
で
、
異
国
の

厳
格
な
道
が
支
配
し
て
い
る
。
道
と
い
う

教
説
は
な
い
。

内
容…

本
来
は
我
が
国
に
関
す
る
学
問
す
べ
て

で
あ
る
が
、
特
に
「
神
学
」「
有
職
」「
歴
史
」

「
歌
学
」
を
指
し
、
古
事
記
・
日
本
書
紀
・

万
葉
集
・
古
語
拾
遺
な
ど
の
古
文
献
を

学
ぶ
。

方
法…

文
献
に
基
づ
く
実
証
を
必
要
と
し
、
解
読

は
古
文
献
や
同
時
代
の
文
献
に
基
づ
く

べ
き
で
あ
り
、
無
批
判
な
古
今
伝
授
の
類

を
排
除
す
る
。
古
い
時
代
の
歌
や
文
章
の

実
作
を
重
ん
じ
る
。

※

白
石
良
夫
著
『
全
訳
注 

う
ひ
山
ぶ
み
』（
講
談
社

学
術
文
庫
）
を
参
照
し
た
。

鳥
屋
長
秋
（
と
や
の
な
が
き
）

高
階
貞
房
（
た
か
は
し
さ
だ
ふ
さ
）

（
？
〜
天
保
三
年
〈
一
八
三
二
〉
）

　寺
町
（
秋
田
市
）
に
あ
る
浄
土
真
宗
本
誓
寺
の

十
三
世
住
職
で
す
。
真
澄
の
《
筆
の
山
口
》（
文
政

五
年
〈
一
八
二
二
〉
）
に
よ
る
と
、
是
観
は
多
芸
の
人

物
で
、
茶
道
、
和
歌
、
蹴
鞠
、
陶
芸
に
秀
で
、
藩

主
佐
竹
義
和
と
も
交
流
が
あ
っ
た
と
さ
れ
ま
す
。

是
観
は
国
学
の
師
承
系
統
に
は
入
り
ま
せ
ん
が
、

日
本
語
の
語
法
・
文
法
を
説
い
た
『
和
訓
考
』

は
、
国
学
が
重
要
な
分
野
と
し
た
現
在
の
国
語
学

の
内
容
に
あ
た
り
ま
す
。

是
観
上
人
著
。
文
政
九
年
（
一
八
二
六
）
成
立
の

版
本
。
上
巻
は
、
五
十
音
図
の
並
び
方
に
規
則
性

が
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
上
で
、
言
葉
の
成
り
立
ち

を
説
明
し
て
い
る
。
下
巻
で
は
、
和
名
抄
・
万
葉

集
・
日
本
書
紀
等
に
見
え
る
言
葉
が
、
ど
の
よ
う

な
音
（
お
ん
）
が
縮
ま
っ
て
成
立
し
た
か
に
つ
い

て
、
一
語
一
語
説
明
し
て
い
る
。

○
京
都
の
絵
師
が
描
い
た
是
観
上
人
の
寿
像
（
生

き
て
い
る
う
ち
に
描
か
れ
た
像
）
に
、
真
澄
が

請
わ
れ
て
賛
を
し
た
た
め
た
。
そ
の
画
賛
で
あ

る
「
衣
の
た
ま
」
が
、《
筆
の
山
口
》（
文
政
五

年
〈
一
八
二
二
〉
春
）
に
写
さ
れ
て
い
る
。
大
館
市

立
中
央
図
書
館
蔵
『
筆
ま
か
せ
』
一
編
三
巻
に

は
、
真
澄
資
料
の
探
索
を
行
っ
た
真
崎
勇
助

が
、
是
観
上
人
寿
像
か
ら
そ
の
画
賛
を
直
接
書

き
写
し
た
も
の
が
あ
る
。
寿
像
は
現
存
し
な
い
。

（
安
永
二
年
〈
一
七
七
三
〉
〜
天
保
十
二
年
〈
一
八
四
一
〉
）

　古
四
王
神
社
末
社
田
村
堂
の
神
官
で
あ
っ
た
鎌

田
正
家
は
、
真
澄
墓
碑
を
同
家
の
墓
域
に
建
立
す

る
ほ
ど
真
澄
と
は
親
し
い
交
流
を
し
ま
し
た
。
国

学
で
は
、
文
化
十
四
年
〈
一
八
一
七
〉
に
大
友
直
枝
に

入
門
し
、
さ
ら
に
そ
の
直
枝
を
通
じ
て
本
居
大
平

に
入
門
し
ま
し
た
（
文
政
七
年
〈
一
八
二
四
〉
）。正
家

は
後
年
、
清
水
廼
屋
と
い
う
家
塾
を
開
き
、
門
弟

の
育
成
に
も
努
め
ま
し
た
。

鎌
田
正
家
が
版
刻
し
た
六
月
晦
日
の
大
祓
詞
で
あ

る
。
こ
の
功
績
に
よ
っ
て
、
藩
庁
か
ら
藩
内
の
神

職
に
教
え
る
よ
う
に
と
の
仰
せ
が
あ
っ
た
と
、
正

家
の
墓
碑
銘
に
あ
る
。
こ
の
版
刻
で
は
、
本
居
宣

長
が
『
大
祓
詞
後
釈
（
オ
オ
バ
ラ
エ
ノ
コ
ト
バ
ゴ

シ
ャ
ク
）
』（
寛
政
八
年
刊
、
一
七
九
六
）
で
示
し
た

解
釈
に
基
づ
く
読
み
と
し
て
い
る
。
本
資
料
を
収

集
し
、
真
澄
の
筆
跡
に
詳
し
い
真
崎
勇
助
は
、
版

刻
の
下
書
き
が
真
澄
だ
と
し
て
い
る
。

（
天
明
五
年
〈
一
七
八
五
〉
〜
文
政
十
二
年
〈
一
八
二
九
〉
）

　大
友
直
枝
は
、
本
居
宣
長
門
下
と
し
て
伊
勢
国

松
坂
で
客
死
し
た
叔
父
・
親
久
の
遺
志
を
継
ぐ
た

め
、
松
坂
・
京
都
・
江
戸
に
遊
学
。
帰
郷
後
の
文

化
十
年
（
一
八
一
三
）
に
は
家
塾
「
志
都
乃
岩
屋
」
を

開
き
、
後
進
の
指
導
に
あ
た
る
な
ど
し
て
、
秋
田

の
国
学
研
究
を
推
し
進
め
ま
し
た
。
文
政
八
年
（
一

八
二
五
）
、
藩
校
明
徳
館
に
和
学
方
が
開
設
さ
れ
た

時
に
は
、
初
代
取
立
係
（
五
人
扶
持
）
に
な
っ
て
い
ま

す
。写

真
上
／
蘿
園
答
問
録
（
ら
え
ん
と
う
も
ん
ろ
く
）

本
居
宣
長
が
弟
子
と
の
問
答
を
記
録
し
た
『
答
問

録
』
に
倣
い
、
家
塾
「
志
都
乃
岩
屋
」
で
弟
子
と
の

間
で
交
わ
さ
れ
た
三
十
二
の
問
答
を
記
録
。
大
黒
天

の
説
、
国
造
の
説
、
幽
事
・
顕
事
の
説
な
ど
、
本
居

宣
長
の
説
に
依
拠
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
直
枝
の

学
問
や
思
想
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

写
真
下
／
蘿
園
文
集

そ
の
時
々
に
擬
古
文
（
平
安
朝
の
文
章
を
真
似
た
文

章
）
で
つ
づ
っ
た
文
章
を
ま
と
め
て
い
る
。
全
部
で

十
六
項
目
あ
り
、
歌
題
に
基
づ
く
随
筆
、
著
作
の
序

文
、
国
学
者
仲
間
に
贈
っ
た
言
葉
な
ど
が
収
め
ら
れ

て
い
る
。
文
化
十
四
年
（
一
八
一
七
）
の
文
章
が
中
心
と

な
っ
て
い
る
。

　
（
二
点
と
も
横
手
市
大
森
町
・
大
友
克
己
氏
蔵
）

是
観
上
人
（
ぜ
か
ん
し
ょ
う
に
ん
）

鎌
田
正
家
（
か
ま
だ
ま
さ
や
か
）六月大祓（みなづきのおおはらえ）

（版本、大館市立中央図書館蔵）

大
友
直
枝
（
お
お
と
も
な
お
え
）

（ 

マ  

マ 

）

よ
し 

ま
さ

シ
ヒ
ゴ
ト

ち
か 

ひ
さ

く
に
の
み
や
つ
こ

か
み
ご
と

あ
ら
わ
に
ご
と



真澄７ 真澄６

　菅
江
真
澄
は
、
日
記
や
地
誌
、
随
筆
と
い
っ
た

著
作
に
た
く
さ
ん
の
伝
説
を
記
録
し
て
い
ま
す
。

民
俗
学
の
柳
田
国
男
は
『
口
承
文
芸
史
考
』
で
、

ハ
ナ
シ
を
伝
え
る
昔
話
と
コ
ト
を
伝
え
る
伝
説
を

区
別
し
て
い
ま
す
。
伝
説
は
特
定
の
「
土
地
や
事

物
」
（
コ
ト
）
に
ま
つ
わ
る
話
と
し
て
成
立
し
な

が
ら
、
多
く
の
語
り
手
の
個
性
を
経
過
す
る
た
め
、

虚
構
と
事
実
が
入
り
混
じ
っ
た
も
の
に
な
る
傾
向

を
持
ち
ま
す
。
た
だ
し
、
当
時
の
人
々
に
と
っ
て

は
、
コ
ト
と
結
び
つ
い
た
伝
説
は
、
そ
れ
が
目
の

前
に
あ
る
だ
け
に
真
実
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
て

い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　真
澄
が
伝
説
を
書
き
留
め
た
の
は
、
そ
の
中
か

ら
歴
史
的
事
実
を
読
み
取
る
こ
と
と
、
伝
説
に
そ

の
土
地
の
地
名
由
来
や
特
徴
を
見
出
す
た
め
だ
っ

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　伝
説
が
息
づ
く
秋
田
の
よ
さ
を
認
識
し
て
い
た

だ
く
た
め
、
展
示
で
は
、
秋
田
県
を
県
北
・
県
中

央
・
県
南
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
て
、
真
澄
が
書
き

残
し
た
伝
説
を
紹
介
し
ま
し
た
。

■
二
つ
の
御
腰
掛
石

　
人
間
の
力
で
は
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
巨

石
、
そ
れ
に
珍
し
い
形
や
色
を
し
た
奇
石
に
は
、

石
に
ま
つ
わ
る
伝
説
が
生
ま
れ
や
す
い
傾
向
が
あ

る
よ
う
で
す
。
真
澄
は
、
現
在
の
秋
田
市
東
部
で

御
腰
掛
石
の
伝
説
を
書
き
留
め
ま
し
た
。（
現
存
か

は
不
明
）

神
の
御
腰
掛
石…

《
勝
地
臨
毫
秋
田
郡
一
》

　田
中
村
の
田
の
中
に
、
神
の
御
腰
掛
石
が
あ

る
。
こ
こ
に
来
る
と
、
早
乙
女
は
す
ぐ
に
神
楽
歌

を
謡
う
の
だ
が
、
神
楽
歌
を
聞
い
た
こ
と
も
な
い

早
乙
女
も
突
然
に
謡
い
出
す
と
い
う
。

　

佐
竹
義
隆
の
御
腰
掛
石…

《
花
の
し
ぬ
の
め
》
、

《
花
の
い
で
は
ぢ
松
藤
日
記
》

　秋
田
藩
第
二
代
の
佐
竹
義
隆
が
鷹
狩
り
の
時
、

御
腰
掛
石
に
座
っ
て
休
ん
で
い
た
。
一
人
の
老
人

が
、
年
貢
米
を
牛
に
付
け
て
久
保
田
か
ら
帰
る
途

中
で
あ
っ
た
。
義
隆
が
訳
を
尋
ね
る
と
、
良
く
な

い
米
だ
と
い
っ
て
昨
日
も
今
日
も
米
役
人
が
受
け

取
ら
な
か
っ
た
と
答
え
た
。
次
の
日
、
御
蔵
に
あ

る
良
い
米
を
米
役
人
に
出
さ
せ
て
、
老
人
の
米
と

比
べ
さ
せ
て
み
る
と
、
老
人
の
米
が
良
い
米
で
あ

る
と
言
う
。
老
人
の
米
は
御
試
米
と
さ
れ
た
。
義

隆
が
腰
掛
け
た
石
は
、
濁
川
村
に
今
も
あ
る
。

■
錦
木
塚
の
由
来…

《
け
ふ
の
せ
ば
の
の
》

　白
鳥
の
に
こ
毛
を
混
ぜ
た
狭
布
（
毛
布
）
を
売

る
娘
と
、
仲
人
木
と
呼
ば
れ
る
錦
木
を
売
る
若
者

が
互
い
に
恋
し
く
思
っ
て
い
た
。
娘
の
家
の
門
に

錦
木
の
束
を
立
て
、
そ
れ
が
夜
の
う
ち
に
取
り
入

れ
ら
れ
て
い
る
と
、
若
者
の
気
持
ち
を
娘
が
受
け

入
れ
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
娘
の
育
て
の
親

で
あ
る
翁
は
、
こ
と
ご
と
く
二
人
の
邪
魔
を
し

た
。
や
が
て
、
若
者
は
自
ら
命
を
絶
っ
て
し
ま
っ

た
。
娘
も
若
者
を
思
う
余
り
、
湯
水
さ
え
飲
め
な

く
な
っ
て
し
ま
い
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
翁
は

悔
や
ん
だ
が
、
も
う
ど
う
に
も
で
き
な
い
の
で
、

一
つ
の
塚
の
中
に
若
者
が
立
て
た
千
束
の
錦
木
と

と
も
に
、
二
人
の
亡
骸
を
一
緒
に
入
れ
た
。

【
鹿
角
市
十
和
田
錦
木
】

県中央部

三湖伝説

■
浦
城
三
浦
氏
の
最
期

　
浦
城
三
浦
氏
の
最
期
に
ま
つ
わ
る
伝
説
は
、
真

澄
が
折
に
触
れ
て
書
き
記
し
て
い
ま
す
。
た
だ

し
、
口
承
や
書
物
か
ら
の
引
き
写
し（
書
承
）に
よ

り
、
細
部
は
異
な
っ
て
い
ま
す
。《
雪
の
道
奥
雪
の

出
羽
路
》（
全
集
第
三
巻
３
１
３
頁
）
と
《
か
す
む

月
星
》（
全
集
第
四
巻
84
頁
）
で
は
、
三
浦
義
豊
と

そ
の
子
義
包
の
最
期
の
物
語
を
記
録
し
、
《
ひ
な

の
遊
び
（
第
六
部
）》
で
は
、「
柳
の
社
の
ふ
る
こ

と
」
と
し
て
、
浦
城
主
の
奥
方
が
浦
城
滅
亡
の
折

に
安
産
の
神
と
し
て
祀
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
こ

と
を
記
し
て
い
ま
す
（
全
集
第
四
巻
１
８
２
頁
）。

さ
ら
に
、
随
筆
《
久
保
田
の
落
ち
穂
》
「
み
さ
き

の
柳
神
」
で
は
、
地
域
に
伝
わ
っ
て
い
た
『
秋
田

軍
記
』
の
内
容
を
含
め
て
記
録
し
て
い
ま
す
。

　浦
山
城
主
三
浦
兵
庫
頭
盛
長
の
妻
が
、
落
城
の

時
、
身
重
の
体
で
小
池
村
に
逃
げ
て
き
た
。
村
の
女

た
ち
が
世
話
を
し
た
が
、
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

亡
く
な
る
間
際
に
、
世
話
を
し
て
く
れ
た
お
礼
に
安

産
の
神
に
な
っ
て
女
た
ち
を
守
ろ
う
と
言
っ
た
。
村

人
た
ち
は
塚
を
築
い
て
柳
を
植
え
た
。
柳
は
枯
れ
て

し
ま
っ
た
が
、
別
の
柳
を
植
え
て
、
そ
れ
を
御
前
柳

と
呼
ん
で
い
る
。

《ひなの遊び（第六部）》の図絵
御前柳神社（八郎潟町小池）

※所蔵名のない図絵は、館蔵写本のものです。

■
十
和
田
湖…

《
十
曲
湖
》
で
真
澄
は
、『
三

国
伝
記
』
や
地
元
に
伝
わ
る
伝
説
を
書
き
残
し
て

い
ま
す
。
難
蔵
法
師
、
南
草
坊
、
マ
タ
ギ
八
郎
太

郎
、
南
蔵
坊
を
主
人
公
と
す
る
伝
説
で
す
。
（
全

集
第
四
巻
１
５
４
〜
１
５
７
頁
）

■
八
郎
潟…

真
澄
は
、
八
郎
潟
周
辺
で
の
記
録

に
、
神
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
る
八
郎
太
郎
に
つ
い

て
触
れ
て
い
ま
す
。
十
和
田
湖
で
南
蔵
法
師
と
の

争
い
に
敗
れ
て
八
郎
潟
に
入
り
、
八
竜
の
社
の
祭

神
と
な
っ
て
い
る
こ
と
（
《
男
鹿
の
秋
風
》
、
全
集

第
四
巻
20
頁
）
や
、
冬
に
な
る
と
、
住
処
と
し
て

い
る
八
郎
潟
に
厚
氷
が
張
る
た
め
、
一
ノ
目
潟
に
移

り
住
む
こ
と
（
《
男
鹿
の
春
風
》
、
全
集
第
四
巻
２

１
２
頁
）
を
記
録
し
て
い
ま
す
。

■
田
沢
湖…

真
澄
は
、《
仙
北
郡
二
十
二
》（
全
集

第
八
巻
１
９
３
頁
）
に
あ
る
次
の
記
述
で
、
田
沢

湖
の
伝
説
を
間
接
的
に
伝
え
て
い
ま
す
。

　玉
池
は
む
か
し
は
大
池
で
あ
っ
た
。
母
と
美
し
い

娘
が
住
ん
で
い
た
。
あ
る
日
娘
が
、
獲
っ
た
魚
を
焼

い
て
食
べ
た
。
喉
が
渇
い
て
水
を
飲
ん
だ
が
、
ど
う

し
て
も
喉
の
渇
き
が
止
ま
ず
、
玉
池
の
水
ま
で
飲
ん

だ
。
ど
う
し
た
こ
と
か
と
水
鏡
を
見
る
と
大
蛇
に

な
っ
て
い
た
。
事
の
次
第
を
母
に
語
り
、
娘
は
こ
の

池
に
身
を
潜
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
玉
池
明
神
の
竜

神
と
し
て
祭
っ
て
い
る
。
こ
の
話
は
、
楂
湖
（
う
き

き
の
か
た
、
田
沢
湖
）
の
金
鶴
子
の
物
語
と
同
じ
で

あ
る
。
【
大
仙
市
豊
川
字
長
楽
寺
】

県 北 部

《
け
ふ
の
せ
ば
の
の
》
、
大
館
市
立
中
央
図
書
館
蔵

【
現
在
は
錦
神
社
、

　
　
　
　大
館
市
二
井
田
】
【
現
在
は
西
木
戸
神
社
、

　大
館
市
比
内
町
八
木
橋
】

■
三
哲
神
社
物
語…

《
雪
の
秋
田
根
》

　医
者
の
三
徹
（
三
哲
）
が
、
不
作
だ
っ
た
あ
る

年
の
秋
、
役
人
が
年
貢
米
を
運
ぶ
の
を
見
て
藩
主

の
命
令
だ
と
嘘
を
言
っ
て
止
め
、
貧
民
に
そ
の
米

を
分
け
与
え
た
。
そ
し
て
、
一
身
に
罪
を
被
っ
て

死
罪
と
な
っ
た
。
病
が
あ
る
人
は
、
三
徹
を
祀
る

社
の
あ
る
山
に
登
っ
て
精
進
す
る
と
す
み
や
か
に

治
る
。
【
大
館
市
十
二
所
】

■
藤
原
泰
衡
と
妻
と
の
悲
話…

《
に
え
の
し
が
ら
み
》

　
藤
原
泰
衡
の
最
期
に
つ
い
て
は
、
真
澄
が
平
泉

や
蝦
夷
島
に
い
た
時
か
ら
関
心
事
で
し
た
。
そ
れ

は
、
義
経
を
匿
い
な
が
ら
も
、
や
が
て
は
討
つ
に

至
っ
た
泰
衡
の
苦
悩
や
心
情
に
対
す
る
同
情
、
そ

れ
に
伝
説
に
彩
ら
れ
た
義
経
の
生
涯
に
つ
い
て
の

関
心
の
表
れ
だ
っ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
贄
の

柵
と
も
呼
ば
れ
た
二
井
田
（
大
館
市
）
で
は
、
泰

衡
が
河
田
次
郎
に
討
た
れ
た
と
の
話
を
聞
き
ま
し

た
。

■
「
人
見
宇
右
衛
門
覚
書
（
人
見
日
記
）
」

　か
ら
の
引
用

（
『
舎
惜
録
』
二
篇
巻
十
所
収
、
大
館
市
立
中
央
図
書
館
蔵
）

《
仙
北
郡
五
》
で
河
熊
の
御
筒
の
物
語
を
引
用
す

る
な
ど
、
五
箇
所
で
四
話
を
引
用
し
て
い
る
。
大

館
所
蔵
本
に
は
、
「
真
澄
考（
ま
す
み
お
も
う
に
）」

と
二
箇
所
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
真
崎
勇
助
が
真
澄

の
手
沢
本
を
写
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

引
用
箇
所
：
《
仙
北
郡
五
》
全
集
第
七
巻
１
９
１
頁
（
《
仙

北
郡
七
》
全
集
七
巻
２
４
７
頁
と
同
内
容
）
、
《
平
鹿
郡
十

三
》
全
集
第
六
巻
５
０
４
頁
、
《
仙
北
郡
十
七
》
第
八
巻

32
頁
に
二
話

■
『
徳
政
夜
話
』
か
ら
の
引
用

（
展
示
は
大
仙
市
立
大
曲
図
書
館
蔵
・
天
地
二
冊
）

　真
澄
は
《
仙
北
郡
》
全
二
十
五
巻
中
、
三
箇
所

で
徳
政
夜
話
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
。
同
書
は
、

大
仙
市
立
大
曲
図
書
館
（
二
冊
本
）
、
大
館
市
立
中

央
図
書
館
（
三
冊
本
）
、
秋
田
県
公
文
書
館
（
七
冊

本
）
の
所
蔵
本
が
知
ら
れ
て
い
る
。
真
澄
が
書
き

写
し
た
伝
説
は
、
大
曲
蔵
本
と
公
文
書
館
蔵
本
に

見
ら
れ
る
が
、
大
館
蔵
本
に
は
見
ら
れ
な
い
。
そ

の
こ
と
か
ら
、
『
徳
政
夜
話
』
に
は
い
く
つ
か
の
系

統
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

引
用
・
関
連
箇
所
：
《
仙
北
郡
一
》
全
集
第
七
巻
20
頁
、

《
仙
北
郡
六
》
全
集
第
七
巻
２
１
２
頁
、
《
仙
北
郡
二
十

五
》
全
集
第
八
巻
２
７
２
頁 県 南 部

図
絵
は
《
勝
地
臨
毫
雄
勝
郡
五
》

《雄勝郡三》

　大滝山観音寺泉光院は、真言宗で一乗院の末寺である。
本尊は地蔵大士。化け物が出るので長く無住であった。僧
が住み、ある夜半に起き出してみると、二つの仮面があっ
た。これを化け物の正体だと考えて、その仮面を火に焼い
た。残った一つがはなびこで、今も本尊のそばにある。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【湯沢市泉沢】

《平鹿郡十一》

　弥重郎という妙術使いは、竜を使って雨を降らせること
ができた。谷地八ヶ村から雨を降らすように頼まれて山に
登ると、山伏たちも雨乞いをしているところだった。今す
ぐ雨を降らすことができるという弥重郎を山伏たちは笑っ
たが、弥重郎の予言通りに雨が降った。弥重郎は村人から
お礼に金品をもらったが、その全てを人に分け与えて、自
分は粗末なものを食べていた。　　　 【横手市平鹿町醍醐】

《
雪
の
出
羽
路
平
鹿
郡
》
か
ら

《
雪
の
出
羽
路
雄
勝
郡
》か
ら

と
わ
だ
の
う
み

お  

こ
し 

か
け 

い
し

よ
し 

か
ね

し
ょ
う
ち  

り
ん 

ご
う

に
え

《
月
の
出
羽
路
仙
北
郡
》
か
ら

し
ゅ
た
く
ぼ
ん

■
弥
重
郎
滝
の
名
の
由
来

■
は
な
び
こ
面
の
い
わ
れ

せ
ば

け

ふ

ぬ
の



真澄７ 真澄６

　菅
江
真
澄
は
、
日
記
や
地
誌
、
随
筆
と
い
っ
た

著
作
に
た
く
さ
ん
の
伝
説
を
記
録
し
て
い
ま
す
。

民
俗
学
の
柳
田
国
男
は
『
口
承
文
芸
史
考
』
で
、

ハ
ナ
シ
を
伝
え
る
昔
話
と
コ
ト
を
伝
え
る
伝
説
を

区
別
し
て
い
ま
す
。
伝
説
は
特
定
の
「
土
地
や
事

物
」
（
コ
ト
）
に
ま
つ
わ
る
話
と
し
て
成
立
し
な

が
ら
、
多
く
の
語
り
手
の
個
性
を
経
過
す
る
た
め
、

虚
構
と
事
実
が
入
り
混
じ
っ
た
も
の
に
な
る
傾
向

を
持
ち
ま
す
。
た
だ
し
、
当
時
の
人
々
に
と
っ
て

は
、
コ
ト
と
結
び
つ
い
た
伝
説
は
、
そ
れ
が
目
の

前
に
あ
る
だ
け
に
真
実
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
て

い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　真
澄
が
伝
説
を
書
き
留
め
た
の
は
、
そ
の
中
か

ら
歴
史
的
事
実
を
読
み
取
る
こ
と
と
、
伝
説
に
そ

の
土
地
の
地
名
由
来
や
特
徴
を
見
出
す
た
め
だ
っ

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　伝
説
が
息
づ
く
秋
田
の
よ
さ
を
認
識
し
て
い
た

だ
く
た
め
、
展
示
で
は
、
秋
田
県
を
県
北
・
県
中

央
・
県
南
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
て
、
真
澄
が
書
き

残
し
た
伝
説
を
紹
介
し
ま
し
た
。

■
二
つ
の
御
腰
掛
石

　
人
間
の
力
で
は
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
巨

石
、
そ
れ
に
珍
し
い
形
や
色
を
し
た
奇
石
に
は
、

石
に
ま
つ
わ
る
伝
説
が
生
ま
れ
や
す
い
傾
向
が
あ

る
よ
う
で
す
。
真
澄
は
、
現
在
の
秋
田
市
東
部
で

御
腰
掛
石
の
伝
説
を
書
き
留
め
ま
し
た
。（
現
存
か

は
不
明
）

神
の
御
腰
掛
石…

《
勝
地
臨
毫
秋
田
郡
一
》

　田
中
村
の
田
の
中
に
、
神
の
御
腰
掛
石
が
あ

る
。
こ
こ
に
来
る
と
、
早
乙
女
は
す
ぐ
に
神
楽
歌

を
謡
う
の
だ
が
、
神
楽
歌
を
聞
い
た
こ
と
も
な
い

早
乙
女
も
突
然
に
謡
い
出
す
と
い
う
。

　

佐
竹
義
隆
の
御
腰
掛
石…

《
花
の
し
ぬ
の
め
》
、

《
花
の
い
で
は
ぢ
松
藤
日
記
》

　秋
田
藩
第
二
代
の
佐
竹
義
隆
が
鷹
狩
り
の
時
、

御
腰
掛
石
に
座
っ
て
休
ん
で
い
た
。
一
人
の
老
人

が
、
年
貢
米
を
牛
に
付
け
て
久
保
田
か
ら
帰
る
途

中
で
あ
っ
た
。
義
隆
が
訳
を
尋
ね
る
と
、
良
く
な

い
米
だ
と
い
っ
て
昨
日
も
今
日
も
米
役
人
が
受
け

取
ら
な
か
っ
た
と
答
え
た
。
次
の
日
、
御
蔵
に
あ

る
良
い
米
を
米
役
人
に
出
さ
せ
て
、
老
人
の
米
と

比
べ
さ
せ
て
み
る
と
、
老
人
の
米
が
良
い
米
で
あ

る
と
言
う
。
老
人
の
米
は
御
試
米
と
さ
れ
た
。
義

隆
が
腰
掛
け
た
石
は
、
濁
川
村
に
今
も
あ
る
。

■
錦
木
塚
の
由
来…

《
け
ふ
の
せ
ば
の
の
》

　白
鳥
の
に
こ
毛
を
混
ぜ
た
狭
布
（
毛
布
）
を
売

る
娘
と
、
仲
人
木
と
呼
ば
れ
る
錦
木
を
売
る
若
者

が
互
い
に
恋
し
く
思
っ
て
い
た
。
娘
の
家
の
門
に

錦
木
の
束
を
立
て
、
そ
れ
が
夜
の
う
ち
に
取
り
入

れ
ら
れ
て
い
る
と
、
若
者
の
気
持
ち
を
娘
が
受
け

入
れ
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
娘
の
育
て
の
親

で
あ
る
翁
は
、
こ
と
ご
と
く
二
人
の
邪
魔
を
し

た
。
や
が
て
、
若
者
は
自
ら
命
を
絶
っ
て
し
ま
っ

た
。
娘
も
若
者
を
思
う
余
り
、
湯
水
さ
え
飲
め
な

く
な
っ
て
し
ま
い
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
翁
は

悔
や
ん
だ
が
、
も
う
ど
う
に
も
で
き
な
い
の
で
、

一
つ
の
塚
の
中
に
若
者
が
立
て
た
千
束
の
錦
木
と

と
も
に
、
二
人
の
亡
骸
を
一
緒
に
入
れ
た
。

【
鹿
角
市
十
和
田
錦
木
】

県中央部

三湖伝説

■
浦
城
三
浦
氏
の
最
期

　
浦
城
三
浦
氏
の
最
期
に
ま
つ
わ
る
伝
説
は
、
真

澄
が
折
に
触
れ
て
書
き
記
し
て
い
ま
す
。
た
だ

し
、
口
承
や
書
物
か
ら
の
引
き
写
し（
書
承
）に
よ

り
、
細
部
は
異
な
っ
て
い
ま
す
。《
雪
の
道
奥
雪
の

出
羽
路
》（
全
集
第
三
巻
３
１
３
頁
）
と
《
か
す
む

月
星
》（
全
集
第
四
巻
84
頁
）
で
は
、
三
浦
義
豊
と

そ
の
子
義
包
の
最
期
の
物
語
を
記
録
し
、
《
ひ
な

の
遊
び
（
第
六
部
）》
で
は
、「
柳
の
社
の
ふ
る
こ

と
」
と
し
て
、
浦
城
主
の
奥
方
が
浦
城
滅
亡
の
折

に
安
産
の
神
と
し
て
祀
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
こ

と
を
記
し
て
い
ま
す
（
全
集
第
四
巻
１
８
２
頁
）。

さ
ら
に
、
随
筆
《
久
保
田
の
落
ち
穂
》
「
み
さ
き

の
柳
神
」
で
は
、
地
域
に
伝
わ
っ
て
い
た
『
秋
田

軍
記
』
の
内
容
を
含
め
て
記
録
し
て
い
ま
す
。

　浦
山
城
主
三
浦
兵
庫
頭
盛
長
の
妻
が
、
落
城
の

時
、
身
重
の
体
で
小
池
村
に
逃
げ
て
き
た
。
村
の
女

た
ち
が
世
話
を
し
た
が
、
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

亡
く
な
る
間
際
に
、
世
話
を
し
て
く
れ
た
お
礼
に
安

産
の
神
に
な
っ
て
女
た
ち
を
守
ろ
う
と
言
っ
た
。
村

人
た
ち
は
塚
を
築
い
て
柳
を
植
え
た
。
柳
は
枯
れ
て

し
ま
っ
た
が
、
別
の
柳
を
植
え
て
、
そ
れ
を
御
前
柳

と
呼
ん
で
い
る
。

《ひなの遊び（第六部）》の図絵
御前柳神社（八郎潟町小池）

※所蔵名のない図絵は、館蔵写本のものです。

■
十
和
田
湖…

《
十
曲
湖
》
で
真
澄
は
、『
三

国
伝
記
』
や
地
元
に
伝
わ
る
伝
説
を
書
き
残
し
て

い
ま
す
。
難
蔵
法
師
、
南
草
坊
、
マ
タ
ギ
八
郎
太

郎
、
南
蔵
坊
を
主
人
公
と
す
る
伝
説
で
す
。
（
全

集
第
四
巻
１
５
４
〜
１
５
７
頁
）

■
八
郎
潟…

真
澄
は
、
八
郎
潟
周
辺
で
の
記
録

に
、
神
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
る
八
郎
太
郎
に
つ
い

て
触
れ
て
い
ま
す
。
十
和
田
湖
で
南
蔵
法
師
と
の

争
い
に
敗
れ
て
八
郎
潟
に
入
り
、
八
竜
の
社
の
祭

神
と
な
っ
て
い
る
こ
と
（
《
男
鹿
の
秋
風
》
、
全
集

第
四
巻
20
頁
）
や
、
冬
に
な
る
と
、
住
処
と
し
て

い
る
八
郎
潟
に
厚
氷
が
張
る
た
め
、
一
ノ
目
潟
に
移

り
住
む
こ
と
（
《
男
鹿
の
春
風
》
、
全
集
第
四
巻
２

１
２
頁
）
を
記
録
し
て
い
ま
す
。

■
田
沢
湖…

真
澄
は
、《
仙
北
郡
二
十
二
》（
全
集

第
八
巻
１
９
３
頁
）
に
あ
る
次
の
記
述
で
、
田
沢

湖
の
伝
説
を
間
接
的
に
伝
え
て
い
ま
す
。

　玉
池
は
む
か
し
は
大
池
で
あ
っ
た
。
母
と
美
し
い

娘
が
住
ん
で
い
た
。
あ
る
日
娘
が
、
獲
っ
た
魚
を
焼

い
て
食
べ
た
。
喉
が
渇
い
て
水
を
飲
ん
だ
が
、
ど
う

し
て
も
喉
の
渇
き
が
止
ま
ず
、
玉
池
の
水
ま
で
飲
ん

だ
。
ど
う
し
た
こ
と
か
と
水
鏡
を
見
る
と
大
蛇
に

な
っ
て
い
た
。
事
の
次
第
を
母
に
語
り
、
娘
は
こ
の

池
に
身
を
潜
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
玉
池
明
神
の
竜

神
と
し
て
祭
っ
て
い
る
。
こ
の
話
は
、
楂
湖
（
う
き

き
の
か
た
、
田
沢
湖
）
の
金
鶴
子
の
物
語
と
同
じ
で

あ
る
。
【
大
仙
市
豊
川
字
長
楽
寺
】

県 北 部

《
け
ふ
の
せ
ば
の
の
》
、
大
館
市
立
中
央
図
書
館
蔵

【
現
在
は
錦
神
社
、

　
　
　
　大
館
市
二
井
田
】
【
現
在
は
西
木
戸
神
社
、

　大
館
市
比
内
町
八
木
橋
】

■
三
哲
神
社
物
語…

《
雪
の
秋
田
根
》

　医
者
の
三
徹
（
三
哲
）
が
、
不
作
だ
っ
た
あ
る

年
の
秋
、
役
人
が
年
貢
米
を
運
ぶ
の
を
見
て
藩
主

の
命
令
だ
と
嘘
を
言
っ
て
止
め
、
貧
民
に
そ
の
米

を
分
け
与
え
た
。
そ
し
て
、
一
身
に
罪
を
被
っ
て

死
罪
と
な
っ
た
。
病
が
あ
る
人
は
、
三
徹
を
祀
る

社
の
あ
る
山
に
登
っ
て
精
進
す
る
と
す
み
や
か
に

治
る
。
【
大
館
市
十
二
所
】

■
藤
原
泰
衡
と
妻
と
の
悲
話…

《
に
え
の
し
が
ら
み
》

　
藤
原
泰
衡
の
最
期
に
つ
い
て
は
、
真
澄
が
平
泉

や
蝦
夷
島
に
い
た
時
か
ら
関
心
事
で
し
た
。
そ
れ

は
、
義
経
を
匿
い
な
が
ら
も
、
や
が
て
は
討
つ
に

至
っ
た
泰
衡
の
苦
悩
や
心
情
に
対
す
る
同
情
、
そ

れ
に
伝
説
に
彩
ら
れ
た
義
経
の
生
涯
に
つ
い
て
の

関
心
の
表
れ
だ
っ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
贄
の

柵
と
も
呼
ば
れ
た
二
井
田
（
大
館
市
）
で
は
、
泰

衡
が
河
田
次
郎
に
討
た
れ
た
と
の
話
を
聞
き
ま
し

た
。

■
「
人
見
宇
右
衛
門
覚
書
（
人
見
日
記
）
」

　か
ら
の
引
用

（
『
舎
惜
録
』
二
篇
巻
十
所
収
、
大
館
市
立
中
央
図
書
館
蔵
）

《
仙
北
郡
五
》
で
河
熊
の
御
筒
の
物
語
を
引
用
す

る
な
ど
、
五
箇
所
で
四
話
を
引
用
し
て
い
る
。
大

館
所
蔵
本
に
は
、
「
真
澄
考（
ま
す
み
お
も
う
に
）」

と
二
箇
所
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
真
崎
勇
助
が
真
澄

の
手
沢
本
を
写
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

引
用
箇
所
：
《
仙
北
郡
五
》
全
集
第
七
巻
１
９
１
頁
（
《
仙

北
郡
七
》
全
集
七
巻
２
４
７
頁
と
同
内
容
）
、
《
平
鹿
郡
十

三
》
全
集
第
六
巻
５
０
４
頁
、
《
仙
北
郡
十
七
》
第
八
巻

32
頁
に
二
話

■
『
徳
政
夜
話
』
か
ら
の
引
用

（
展
示
は
大
仙
市
立
大
曲
図
書
館
蔵
・
天
地
二
冊
）

　真
澄
は
《
仙
北
郡
》
全
二
十
五
巻
中
、
三
箇
所

で
徳
政
夜
話
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
。
同
書
は
、

大
仙
市
立
大
曲
図
書
館
（
二
冊
本
）
、
大
館
市
立
中

央
図
書
館
（
三
冊
本
）
、
秋
田
県
公
文
書
館
（
七
冊

本
）
の
所
蔵
本
が
知
ら
れ
て
い
る
。
真
澄
が
書
き

写
し
た
伝
説
は
、
大
曲
蔵
本
と
公
文
書
館
蔵
本
に

見
ら
れ
る
が
、
大
館
蔵
本
に
は
見
ら
れ
な
い
。
そ

の
こ
と
か
ら
、
『
徳
政
夜
話
』
に
は
い
く
つ
か
の
系

統
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

引
用
・
関
連
箇
所
：
《
仙
北
郡
一
》
全
集
第
七
巻
20
頁
、

《
仙
北
郡
六
》
全
集
第
七
巻
２
１
２
頁
、
《
仙
北
郡
二
十

五
》
全
集
第
八
巻
２
７
２
頁 県 南 部

図
絵
は
《
勝
地
臨
毫
雄
勝
郡
五
》

《雄勝郡三》

　大滝山観音寺泉光院は、真言宗で一乗院の末寺である。
本尊は地蔵大士。化け物が出るので長く無住であった。僧
が住み、ある夜半に起き出してみると、二つの仮面があっ
た。これを化け物の正体だと考えて、その仮面を火に焼い
た。残った一つがはなびこで、今も本尊のそばにある。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【湯沢市泉沢】

《平鹿郡十一》

　弥重郎という妙術使いは、竜を使って雨を降らせること
ができた。谷地八ヶ村から雨を降らすように頼まれて山に
登ると、山伏たちも雨乞いをしているところだった。今す
ぐ雨を降らすことができるという弥重郎を山伏たちは笑っ
たが、弥重郎の予言通りに雨が降った。弥重郎は村人から
お礼に金品をもらったが、その全てを人に分け与えて、自
分は粗末なものを食べていた。　　　 【横手市平鹿町醍醐】

《
雪
の
出
羽
路
平
鹿
郡
》
か
ら

《
雪
の
出
羽
路
雄
勝
郡
》か
ら

と
わ
だ
の
う
み

お  

こ
し 

か
け 

い
し

よ
し 

か
ね

し
ょ
う
ち  

り
ん 

ご
う

に
え

《
月
の
出
羽
路
仙
北
郡
》
か
ら

し
ゅ
た
く
ぼ
ん

■
弥
重
郎
滝
の
名
の
由
来

■
は
な
び
こ
面
の
い
わ
れ

せ
ば

け

ふ

ぬ
の
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編集後記

・今年度開催した企画コーナー展３回、企画展「新着・収蔵資料展」
真澄部門では、各４頁の解説資料を発行した。館内印刷の粗末なもの
だが、展示内容についてはそちらが詳しいので御覧いただきたい。展
示のたびに新たな課題、お伝えしておくべき事柄がたくさん出てく
る。センターだより「かなせのさと」でもお伝えしているが、遅筆の
ために追い付かないのも現状だ。遅くなって時機を逸したことも何度
かある。気長にお待ちいただければ、真澄をめぐる学習にはお役に立
てるかと思う。併せて御覧いただきたい。（松山）

　企
画
コ
ー
ナ
ー
展
「
真
澄
と
秋
田
の
国
学
者
」
で
、
当
館
で
は
初
め
て
展
示
紹
介
し
た
資
料
で
す
。
真
澄
の
筆
致
の
特
徴
が
よ
く
出
て
い

る
た
め
、
一
目
見
て
真
澄
の
自
筆
資
料
と
判
断
し
ま
し
た
。
一
・
四
㌢
角
の
印
章
は
、
同
じ
く
横
手
市
大
森
町
所
在
の
「
鉢
位
山
神
社
縁

起
」（
巻
子
）
と
「
三
狐
専
女
牟
良
佐
伎
明
神
由
来
」（
軸
装
）
と
似
て
い
ま
す
が
、
印
影
が
わ
ず
か
に
異
な
り
ま
す
。
内
容
は
、《
雪
の
出
羽

路
平
鹿
郡
五
》
に
書
か
れ
て
い
る
も
の
の
、
本
資
料
の
前
後
は
、
家
譜
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
表
現
に
な
っ
て
い
ま
す
。

杉
山
清
光
院
家
譜

　
　出
羽
ノ

国
平
鹿
ノ

郡
八
沢
木
ノ

郷
木
根
阪
に
杉
山
と
い
ふ
あ
り
。
む
か
し
は
い
や
茂
り
た
る
杉
群
な
り
し
か
ば
し
か

い
へ
り
。
此
処
に
一
宇
の
仏
刹
あ
り
。
清
光
院
と
い
ふ
。
修
験
者
也
。
其
昔
は
羽
黒
派
に
て
、
一
世
別
行
山
伏
た
り
し
が
、
今
は
東
山
の

流
れ
を
く
み
、
世
々
の
補
任
も
て
り
。
家
譜
な
ン

ど
は
回
禄
失
せ
て
鼻
祖
の
由
来
そ
れ
と
伝
ら
ね
ば
、
延
宝
の
金
剛
院
を
中
興
の
祖
と
せ

り
。
其
補
任
ニ

云
、
院
号
之
事
、
授
與

　金
剛
院
、
右
任
先
例
令
免
許
之
状
仍
如
件
。
寛
永
寺
学
頭
凌
雲
院
兼
羽
黒
山
執
行
別
当
僧
正
胤

海
印
形

。
補
任
、
羽
州
仙
北
八
鷺
郷
金
剛
院
子
薬
王
院
、
元
禄
九
丙
子
年
八
月
五
日
、
羽
黒
山
執
行
云
々
。
三
世
金
剛
院
、
宝
暦
十
三
年
、

補
任
当
山
桜
本
坊
、
先
達
云
々
。
世
義
寺
云
々
。
四
世
補
任
、
寛
政
二
年
五
月
八
日
、
清
光
院
円
山
坊
と
あ
り
。
五
世
、
当
住
杉
山
ノ

清

光
院
円
龍
坊
也
。
是
大
友
氏
の
領
内
に
て
百
苅
の
稲
田
を
寄
附
ら
る
。
な
ほ
ゆ
ゑ
よ
し
あ
れ
ど
、
こ
れ
を
省
し
ぬ
。
文
政
七
年
甲
申
霜
月

尽
（
真
澄
印
）

（
平
成
24
年
2
月
〜
平
成
25
年
1
月
）

表
紙
解
説

「
杉
山
清
光
院
家
譜
」（
部
分
、
全
体
は
一
五
・
八
㌢×

七
一
㌢
）
／
横
手
市
大
森
町
・
大
友
克
己
氏
蔵

寄
贈
図
書

内田武志資料の紹介

　平成24年は、真澄研究の第一人者であった内田武志が亡くなって
三十三回忌の年でした。内田は真澄の膨大な著作を順序づけて、記

録の持つ意味を考察続けました。現在の真澄研究の多くは、内田の

業績に依拠しています。当館の「内田文庫」から紹介しました。

企画展「新着・収蔵資料展」真澄部門

2012.12.15 ～ 2013.4.7

サ
ト

さ
ん

こ

め

と
う

む

ら

さ

き

ス
ゲ

フ

ニ
ム

ム

サ

ヒ
ノ
タ
メ
ニ

ト
ホ
ツ
ミ
オ
ヤ

４．研究者との交流 １．真澄研究のはじめ

５．「内田文庫」の遺墨資料 ２．内田武志の業績

６．業績への評価 ３．失われた資料

◆
東
北
芸
術
工
科
大
学
東
北
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

「
ま
ん
だ
ら
第
49
・
50
・
51
号
」「
季
刊
東
北
学
第

29
・
30
号
」◆
田
口
昌
樹
「
あ
き
た
浪
漫
第
29
・

30
・
31
・
32
号
」「
い
わ
な
第
１
４
２
・
１
４
３
・

１
４
４
・
１
４
５
」「
秋
田
県
謎
解
き
散
歩
」◆
さ

い
か
ち
の
会
「
金
野
本
哥
道
極
傳
秘
書

　水
戸
本

手
耳
葉
口
傳
」◆
奈
良
女
子
大
学
日
本
ア
ジ
ア
言

語
文
化
学
会
「
叙
説
第
39
号
」◆
男
鹿
市
菅
江
真

澄
研
究
会
「
男
鹿
五
風
（
会
誌
第
18
号
）」「
全
国

菅
江
真
澄
研
究
集
会
男
鹿
大
会
」◆
菅
江
真
澄
研

究
会
「
菅
江
真
澄
研
究
第
76
・
77
・
78
号
」 

◆（
株
）

レ
マ
ン
「
ト
ラ
ン
ヴ
ェ
ー
ル
２
０
１
２

　８
月
号
」

◆
小
野
努
「
菅
江
真
澄
が
記
録
し
た
自
然
災
害
」

◆
大
石
淳
「
安
城
民
俗
」

　他

※

寄
贈
図
書
は
、
ス
タ
デ
ィ
ル
ー
ム
で
御
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

ユ
ヱ

ヨ
シ

ヨ

セ

モ
ラ


